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令和６年度第１回上下水道事業運営審議会会議録 

 

日  時  令和６年６月２１日（金） 午後１時３０分開会 

場  所  流山市上下水道局３階 大会議室 

会議内容 

１ 開会 

２ 議題について 

（１）令和６年度流山市上下水道事業運営審議会スケジュールについて 

（２）流山市下水道事業経営戦略 改定に伴う進捗状況について  

（３）流山市下水道事業経営戦略 改定に伴うスケジュールについて  

３ その他 

４ 閉会  

 

出席委員 (※)市民を代表する者 (＊)学識経験者  ◎会長 〇副会長  敬称略 

高橋 信行(※)〇 琉 哲夫(※) 恩田 節子(※) 荒木 利雄(※) 

萩原 晶子(※) 小西 茂雄(※) 中村 秋子(※) 笠間 雄三(※) 

伊藤 勝(＊) 竹村 圭介(＊) 廣瀬 一彦(＊) 藤代 和也(＊) 

佐藤 弘泰(＊)◎    

欠席委員 鳥羽 洋子(※) 

 

出席事務局職員 

上下水道事業管理者 矢幡 哲夫 次長兼下水道建設課長 本田 英師 

経営業務課長 酒巻 祐司 水道工務課長 浅川 晃 

経営業務課長補佐 上原 裕充子 経営業務課長補佐 伊藤 佳代子 

水道工務課長補佐 杉崎 浩之 水道工務課長補佐 新行内 彰夫 

下水道建設課長補佐 山口 和久 経営業務課係長 梅木 太郎 

経営業務課係長 伊藤 由香 水道工務課係長 林 孝佳 

下水道建設課係長 鈴木 正吾 下水道建設課係長 野上 勇人 

下水道建設課係長 林 毅 経営業務課主任主事 友松 慶彦 

    

事務局（上原補佐） 「令和６年度第１回流山市上下水道事業運営審議会」開会 

事務局（上原補佐） ・議題に入る前の資料の確認 

第１回流山市上下水道事業運営審議会次第、令和６年度流山市上下水道事
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業運営審議会開催スケジュール、流山市下水道事業経営戦略の改定につい

て、流山市下水道事業経営戦略改定に伴うスケジュールの資料につきまし

ては、事前送付とさせていただいております。以上となりますが、資料の

不足はございませんでしょうか。 

事務局（上原補佐） 以降の会議の進行は、佐藤会長にお願いいたします。 

佐藤会長 引き続き会議を進めてまいります。 

はじめに、流山市附属機関に関する条例第５条第２項の規定では「会議

は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。」とされてお

り、本日は、委員総数１４名のうち１３名の出席であるため、会議が成立し

ていることをご報告いたします。また、流山市審議会等の委員の選任及び会

議の公開等に関する指針に基づき、「審議会等の会議の公開は、会議の傍聴

により行うものとする。」と規定されていることから、傍聴を認めておりま

す。傍聴人は明示された遵守事項をお守りください。 

佐藤会長 これからは、お手元の次第に基づき会議を進めさせていただきます。 

議題の（１）「令和６年度流山市上下水道事業運営審議会スケジュールに

ついて」事務局の説明を求めます。 

事務局（酒巻課長） 令和６年度流山市上下水道事業運営審議会開催スケジュールについて説明 

 ＊以下 

議題（１）：「令和６年度流山市上下水道事業運営審議会スケジュールにつ

いて」質疑応答 

佐藤会長 質問がないようですので、各委員は、令和６年度の日程について、審議内

容等の変更も踏まえて把握をお願いたします。 

佐藤会長 

 

次の議題（２）「流山市下水道事業経営戦略改定に伴う進捗状況につい

て」事務局の説明を求めます。 

事務局（酒巻課長） 流山市下水道事業経営戦略の改定について説明 

 ＊以下 

議題（２）「流山市下水道事業経営戦略改定に伴う進捗状況について」質

疑応答 

小西委員 他市では下水道使用料の値上げを３０％行う予定もあるが、流域下水道維

持管理負担金の値上げ幅１３．４％に対して、流山市では１５％で案を作成

している。耐震化に係る投資金額に不足はないのか。 

事務局（酒巻課長） 耐震化に係る事業費については前回の経営戦略で３億円としていたとこ

ろ、今回は４～５億円を見込んでおり、低く見積もっているわけではない。 
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荒木委員 考慮する社会条件である能登半島地震に伴う下水道施設の被災について、

この文言では能登半島地震を受けて流山市の下水道施設が被災したために改

定するように見える。 

事務局（酒巻課長） その通りである。表現を変更する。 

荒木委員 耐震化に係る事業費の増加の結果、どういったことが促進されるのか、耐

震化事業はいつ頃までに終わることになるのか。 

事務局（酒巻課長） 下水道施設の耐用年数が決まっているため、更新していく事業に完了時期

というものはない。 

琉委員 流域下水道維持管理負担金は令和６年度に３％値上げした金額に対して１

３．４％値上げの改定となるという意味か。また１３．４％の値上げに対し

て、使用料を１５％値上げするように見える。 

事務局（酒巻課長） 令和６年度に３％値上げした金額に対してさらに１３．４％値上げであ

る。使用料の１５％値上げについては、維持管理負担金の値上げに加え、物

価上昇に伴う工事費の増加などを見込んだ場合に、下水道事業の経営が破綻

しないよう財源を確保するために必要な使用料の試算によるものである。値

上げの必要性を説明するための資料となるため、令和９年度に１５％改定す

るという意味ではない。 

琉委員 職員数２０名とあるが、下水道ビジョンでは１９名でなかったか。 

事務局（酒巻課長） 令和３年時点では１９名である。職員数２０名としている理由は、昨年度

より土地区画整理事業を下水道課にて対応しており人員の追加（１名）を行

っているためである。 

笠間委員 流域下水道維持管理負担金の値上げの内訳について県からの説明を示して

ほしい。 

事務局（酒巻課長） エネルギー高騰、建築費用の増加が理由と聞いている。 

笠間委員 物価上昇が落ち着く可能性を考慮せずに使用料１５％値上げは上げすぎで

はないか。 

事務局（酒巻課長） 物価上昇について、経営戦略としては上がり続けた際の経営を考える必要

があるという方針である。値上げ幅として１５％が適切かどうかは審議会で

議論が必要な点である。上下水道局としては未来への投資を見込むべきであ

ると考えている。 

萩原委員 節水が進むことで値上げが必要であることは理解できるが、使用料収入は

いくらなのか、なぜ使用料の値上げ幅が１５％なのかが気になる。 

事務局（酒巻課長） 令和６年度予算の収益的収入は約４０億円、その内２４億円は使用料とな
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っている。この金額に対して、流域下水道維持管理負担金の増加など諸条件

を組み込み、下水道の経営が成立する金額についてシミュレーションを行

い、１５％を例として示している。 

小西委員 近隣市の料金改定の状況はどうなのか。また、年金受給者などに対する処

置は想定されているのか。 

事務局（酒巻課長） 近隣市もまだ模索中の段階にある。減免措置については、生活保護の世帯

については考慮している。それ以外については、使用した分を払ってもらう

ことを原則としていることから、措置は考えていない。 

佐藤会長 料金改定のスケジュールはどういった予定か。 

事務局（酒巻課長） 今年度は下水道経営戦略に適切な値上げが必要という事を盛り込むことを

想定している。料金改定については現時点では未定であるものの、来年度以

降、市民参加の審議会、パブリックコメントが必要なことから、早くとも令

和９年以降の改定になると考えられる。 

伊藤委員 デフレーターの設定は増えていくのに、令和１１年以降の資本的支出が増

えない理由はなにか。 

事務局（酒巻課長） 金額の上限を決めているので見た目上は変わらず工事量が減ることになっ

ている。 

荒木委員 下水道経営戦略ではどの程度までの検討を盛り込むものか。 

事務局（酒巻課長） 資金計画や事業量などを定めてシミュレーションを行っている。 

伊藤委員 使用料の値上げについて２０％、３０％とした場合の検討は行っているの

か。 

事務局（酒巻課長） 検討は行っている。下水道として利益が過剰にならない金額として１５％

案を例示している。 

佐藤会長 使用料収入の増加、改築更新の増加をより一層行った場合、グラフはどの

ように変化するのか。使用料の増加で増えた収入を無駄遣いしているような

見え方にならないよう、グラフの見せ方を考慮する必要がある。 

事務局（酒巻課長） 使用料収入の増加は収益的収支に、改築更新費の増加は資本的収支に反映

される。ただし事業を行った際の補助金などは、長期前受金戻入という形で

収益的収支にも反映される。 

琉委員 下水道料金は、標準世帯単位で、どの程度の値上げを想定しているか。 

事務局（酒巻課長） 値上げ幅についての検討はこれからであり現時点では未定であるが、感覚

としては５００円／月程度の値上げが想定される。 

琉委員 デフレーターの設定を教えて欲しい。 
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事務局（酒巻課長） 詳細については次回以降、説明を行う。 

佐藤会長 経営戦略は何年ごとに改定するものか。 

事務局（酒巻課長） 国からは３～５年ごとに料金改定に伴って改定するように言われている。 

佐藤会長 今回の下水道経営戦略の改定は大幅に変更されるのか。 

事務局（酒巻課長） 社会資本整備総合交付金の要件を満たすために追加する項目もあるため、

変更点は何点か考えられる。 

佐藤会長 ウォーターＰＰＰは導入予定か。 

事務局（管理者） 前向きに検討すると経営戦略に記載する予定である。 

佐藤会長 何故、使用料の値上げに至ったのか、値上げにより増加した財源で何が行

われるのかといった点で分かりやすい資料が必要であると考えられる。 

佐藤会長 次に、議題の（３）「流山市下水道事業経営戦略改定に伴うスケジュール

について」事務局の説明を求めます。 

事務局（酒巻課長） 流山市下水道事業経営戦略改定に伴うスケジュールについて説明 

 ＊以下 

議題（３）「流山市下水道事業経営戦略改定に伴うスケジュールについて」

質疑応答 

佐藤会長 質問がないようですので、最後に、その他について事務局から連絡事項等

があればお願いします。 

事務局（酒巻課長） 特にありません。本日は、お忙しい中お集まりいただきありがとうござい

ました。 

佐藤会長 

 

 

これをもちまして、本日の審議会を終了させていただきます。 

 

閉 会 

（ 終了 午後３時００分 ） 

 


